
［成果情報名］簡便かつ効率的な麹菌の胞子形成能の強化法
［要 約］麹菌 Aspergillus oryzae低胞子形成株の簡便かつ効率的な胞子形成能の強化法
を開発した。グルコース・酵母エキス寒天培地に３％ (w/v) となるよう NaClを添加した
培地で麹菌株を培養することにより、着生胞子数が増大する。
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［背景・ねらい］
麹菌 Aspergillus oryzaeを実験室で取り扱う場合、胞子懸濁液を調製して胞子密度を測定

し、一定量を培地に接種することで再現性の高い培養を行うことができる。ところが、菌
株によっては胞子形成が貧弱な場合があり、その胞子数の確保が問題となっている。そこ
で、このような麹菌低胞子形成株からの効率的な胞子形成能の強化法を開発した。

［成果の内容・特徴］
１．グルコース・酵母エキス寒天培地（GYA；２％ (w/v) グルコース、0.5％ (w/v) 酵母

エキス）及び、これに NaCl を３、６、９％ (w/v) となるように添加した培地を作製
した。各培地は９ cm シャーレに 25ml 注ぎ入れて調製した。麹菌供試菌株７株の胞
子をこれらの培地の中央に接種し、30℃で5日間培養して巨大コロニーを形成させ、
コロニー径を計測した。

２．コロニー上に無菌水を添加して、コンラージ棒で胞子を懸濁した後、滅菌処理した不
織布を用いて懸濁液をろ過し、胞子懸濁液とした。胞子数を血球計算盤を用いて計数
した。

３．表１に示すように、供試した 7株の麹菌の生育については、各々３％ (w/v) NaCl添加
にてコロニー径が最大となり、３％ (w/v) NaCl付近が増殖至適塩濃度であった。

４．GYA において胞子形成が貧弱な供試５菌株（総胞子数1.6×106以下）の全ての株が、
３％ (w/v) NaCl添加の場合に着生胞子数が最大となり、総胞子数は NaCl無添加の場
合の約２～ 24倍になった（図１）。６％ (w/v) NaCl以上では総胞子数は低下した。ま
た、GYA における高胞子形成株（総胞子数19×106以上）は、供試した２菌株共に３
％ (w/v) NaClにおいて上記とは逆に胞子数が減少した。

５．以上のことから、麹菌の低胞子形成株は、GYA に３％ (w/v) NaCl を添加することに
より、効率的に胞子を調製することができる。

［成果の活用面・留意点］
本方法は胞子形成が貧弱な麹菌株について、実験室レベルで簡便かつ効率的に多量の胞

子を形成させることを目的に開発した。実用レベルでは、蒸米に木灰を添加した培地での
培養により胞子を形成させる方法が一般的である。また、本方法は低胞子形成株に対して
有効な方法であり、高胞子形成株では胞子形成率が低下する傾向がある。



［具体的データ］
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表1 NaCl添加GYA寒天平板培養における麹菌菌株のコロニー径の比較
コロニー径（cm）

NaCl 1133 1572 1575 1577 1599 1601 1603

0% 4.4 }0.0 4.2 }0.0 4.8 }0.0 4.4 }0.0 3.3 }0.0 4.8 }0.0 4.9 }0.0

3% 5.3 }0.0 5.5 }0.1 5.5 }0.0 5.5 }0.1 4.0 }0.0 5.2 }0.0 5.2 }0.0

6% 2.9 }0.0 3.5 }0.0 4.0 }0.0 4.1 }0.1 3.1 }0.1 3.9 }0.0 3.9 }0.0

9% 1.7 }0.1 1.9 }0.0 2.5 }0.0 2.6 }0.1 2.1 }0.0 2.6 }0.0 2.6 }0.0

注．各数字は30℃5日後のコロニー直径（cm）で、3回の反復試験の平均値±標準誤差を示
した。麹菌菌株は、食品総合研究所保存株NFRI1133、1572、1575、1577、1599、1601、
1603を用いた。
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図１ NaCl濃度変化による
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